
ご ま 実 祐 病 菌 に よ る 「寵 結 れ 」 の 発 生 実 態 と 防 除 対 策

( 農 試  環 境 部 )

. 背 景 と ね ら い

「穂 枯 れ 」 は 、 登 熱 期 に 建 が い も ち 病 菌 以 外 の 病 原 菌 類 に よ っ て 侵 害 さ れ 、 汚 染 、 変

色 、 精 死 等 の 症 状 を 示 す も の で 、 古 くか ら 秋 落 田 に 発 生 す る 登 熟 障 害 と し て 問 題 視 さ れ て
き た 。 木 県 で は 沿 津 部 を 中 心 に 最 近 発 生 が 目 立 ち 、 品 質 低 下 、 収 量 減 の 枝 書 が 増 加 し て
い る 。                                     1

「緯 緒 れ 」 に 関 与 す る 病 原 菌 と し て は 、 こ れ ま で ご ま 葉 粘 病 菌 、 褐 色 葉 結 病 菌 、 す じ葉
結 病 菌 お よ び 小 救 菌 核 病 菌 が 報 告 さ れ て お り 、 本 県 に お い て も 、 沿 岸 の 一 部 で 昭 和 4 8 年に
ご ま 案 結 病 菌 お よ び 組 色 棄 結 病 菌 に よ る 「穂 枯 れ 」 の 発 生 が 確 認 さ れ た 。

昭 和 8 0 ～6 1 年に 県 内 の 「穂 枯 れ 」 の 発 生 実 態 を 調 査 す る と と も に 、 薬 剤 に よ る 防 除 対 策
に つ い て 検 討 し た 結 果 、 土 作 り肥 料 の 合 理 的 な 施 用 法 の 検 討 な ど 総 合 的 防 除 対 策 と し て は
問 題 点 が 残 さ れ て い る が 、 当 面 の 対 策 と し て 参 考 に 供 す る。
. 技 術 内 容

1 ) 「 穂 結 れ 」 の 発 生 実 態 お よ び 関 与 菌 : 「 穂 粘 れ 」 の 発 生 地 帯 は 沿 岸 地 帯 、 南 部 山 間 地
帯 、 遺 野 地 帯 お よ び 北 奥 羽 地 帝 で 、 特 に 沿 岸 地 帯 と 南 部 山 間 地 帯 の 砂 れ き 質 で 耕 土 の 浅
い 水 田 、 お よ び 耕 土 は 深 い が 排 水 が 悪 く根 ぐ さ れ の お こ し や す い 水 日 で 多 発 す る 。

「穂 枯 れ 」 の 原 因 と な る 病 害 あ う ち 、 県 内 で は ご ま 葉 枯 病 、 褐 色 薬 祐 病 、 す じ葉 枯 病
の 発 生 が み ら れ る 。 しか し 、 「穂 精 れ 」 の 発 生 に 関 与 す る 主 た る 病 原 菌 は ご ま 築 結 病 菌
で あ る 。 な お 、 絶 い も ち と 混 発 し て い る 例 も 多 い 。

2 ) ご ま 葉 結 病 菌 に よ る 「穂 粘 れ 」 の 収 量 、 品 質 に お よ ぼ す 影 客 : 発 病 程 度 の 高 い も の ほ
ど 登 熱 が 悪 く 、 千 粒 童 の 低 下 が 認 め ら れ る 。 ご ま 葉 粘 病 が 上 位 葉 お よ び 程 に 多 発 し た 場
合 は 精 玄 米 重 が 1 0 % ～ 1 5 % 低 下 す る 。 ま た 、 激 の 発 病 に よ っ て 泰 米 が 増 加 し て 、 品 質 が
著 し く低 下 す る 。  i

, ) ご ま 葉 枯 病 の 発 生 推 移 : む ま 裟 粘 病 は 被 書 わ ら や 擢 病 激 で 建 冬 し 、
ま 琴 精 病 の 発 生 は 育 首 期 か ら み ら れ 、 本 田 で も 早 くか ら 発 生 す る が 、
中 旬 以 降 急 増 す る . 穂 の 発 病 は 登 熱 が 進 む に つ れ 多 く な る 。 ま た 、 取
生 し や す く本 田 発 生 の 伝 染 源 と な っ て い る 例 も み ら れ る 。

4 ) 薬 剤 に よ る 防 除 対 策 : 下 記 の 薬 剤 の い ず れ か を い も ち 病 と の 同 時 防 除 を 兼 ね て 、 3 ～
4 とg / 1 0 a を出 穂 直 前 と 程 拐 期 の 2 回 散 布 す る 。

薬 剤 名  ヒ ノ ザ ン 粉 剤 2 5 D L 、 ラ ブ サ ィ ド ロ ブ ラ ー ル 粉 剤 、 ヒ ノ ザ ン ロ プ ラ ー ル 粉 剤
ラ ブ サ ィ ドベ フ ラ ン 粉 剤 D L 、 ビ ー ム ジ ン ベ フ ラ ン 粉 剤 D L 、

3 . 指 導 上 の 留 意 事 項

1 ) ご ま 葉 粘 病 お よ び ご ま 葉 結 病 菌 に よ る 「絶 粘 れ 」 は 、 砂 れ き 買 六 田 や 腐 植 過 多 土 壊
等 、 肥 切 れ し や す ぃ 水 田 で 多 発 し や す ぃ 。 生 育 後 期 に 日E 切 れ し な い よ う 性 E 艇 お ょ び 追
日E を 合 理 的 に 行 な う 。

ま た 、 転 炉 石 灰 等 の 土 作 り肥 料 の 施 用 は 、 ご ま 葉 緒 病 の 発 生 を 抑 制 す る が 、 合 理 的 な
施 用 法 等 に つ い て は 今 後 検 討 す る 予 定 で あ る 。

2 ) ご ま 葉 結 病 の 葉 身 の 病 斑 お よ び 種 の 病 斑 と も 、 い も ち 病 と 混 同 じ や す ぃ の で 診 断 に あ
た つ て は 十 分 荘 意 す る 。

3 ) ご ま 葉 緒 病 は 、 種 子 伝 染 性 病 害 で あ る の で 種 子 消 穂 は 的 確 に 行 な う 。 種 子 泊 護 剤 は 、
ベ ン レ ー ト T 2 0 水 和 剤 、 ホ ー マ イ 水 和 剤 ま た は ホ ー マ イ コ ー ト を 使 用 し 、 防 除 基 準 に 従
つ て 行 な う 。 ま た 、 補 植 用 取 り 置 宙 は 水 田 畦 時 等 に 放 置 し な い 。

4 ) 葉` 身 の 発 病 が 多 い 場 合 は 由 絶 直 前 を 待 た ず に 防 除 薬 剤 を 故 布 す る 。
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表 - 1 ご ま 集 祐 虎 ぉ ょ び 絶 祐 れ の 発 生 実 態
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表 - 2 櫓 粘 れ の 発 生 程 度 と収 量 の 関 係
(1988)
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発虎程度別区分 :病書虫発生予察基準に準じて下記の5段階に区分した。
A:学 結れ症状が1株豊敏の2/3以上に切められる。かつ、上位葉に弁常に多くのごま装祐病の病京が日められ,止
褒、次褒での結死も毘められる。

B:程 枯れ症状が1株程敏の1/3～ 2′3に切められる。かつ、上位葉に非常に多くのごま葉枯病の痢斑が切められ,
止葉、次葉の一部に結死も塑められる。

C:魯 枯れ症状がよ株程政の1/3以下に翌められる。かつ、上位葉にかなり多くのごま装枯病の病狂が麗められる.
D:程 結れ症状は塑められないが、上位奏にかなり多くのごま禁枯病の舟克が毘められる。
E:程 持れ症状は琵められず、上位褒のごま葉格病の癌斑も比依的少ない。
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表 - 3  葉 剤 に よ る 防 険 効 果 (1988)
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